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■ ABにやや足りない直線定規 lだけを用いて，線分 ABを引く方法 

 

 
l  

（解）デザルグ（Desargues）の定理を利用する。 

 
 
 
l  

① 任意に直線 AP，BPを引く。 
② APの延長上に Qを，BP上に Rをとり，直線 QRを引く。 
③ 三角錐 O－PQRの投影図となるように，OP，OQ，ORを引く。 
④ OP上に Lをとる。 
⑤ ALと OQの交点をMとする。 
⑥ BLと ORの交点をNとする。 
⑦ QRとMNの交点を Cとする。 
⑧ Aと C，Bと Cを結べばよい。 
（証明）デザルグの定理により，Cは AB上の点である。よって，AC，BCを別々に結べば，これは線分 ABを
引いたことになる。 
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デザルグ（Desargues）の定理 

2つの三角形の対応する頂点を結ぶ 3直線が 1点に会するならば，対応辺の交点は 1直線上にある。逆も成り立
つ。 
（証明） 

CBAABC ccc'' , において CCBBAA ccc ,, が 1点に会し
たとする。 OBC' を CB cc で切ったとみてMenelausの
定理を適用すれば 
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同様にして OABOCA '' , を BAAC cccc , で切ると 
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となるから，これら 3式を掛け合わせると 
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となる。 
これは ARQ' をBCで切ったとみて Menelaus の定理
の逆により RQP ,, は 1直線上にある。 
逆に， RQP ,, が 1 直線上にあれば PCCRAA c'c' , に

おいて対応する 3 頂点を結ぶ直線 RPCAAC ,, cc が 1 点
Qに会するから，対応辺の交点 OBB ,,c は 1直線上にあ
ることとなり，逆が証明される。（すなわち逆は元の定

理と本質的には同じものである。） 
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